
The seminar, based on the author’s ongoing work, explores the nature of the “flexible” exchange rate policy of
the interwar period. Following a suspension in September 1917, Japan temporarily restored the gold standard
in January 1930 but permanently abandoned it in December 1931. The yen, therefore, was a floating currency
from September 1917 to January 1929 and again from December 1931 to March 1933, when it was pegged to
the pound sterling. The seminar discusses, among other things, how the system operated, what drove the
monetary authorities’ policy decisions, how best to characterize the system, and the ultimate question of
whether it was a success or a failure.

オンライン所員研究会
公益財団法人アジア成長研究所

当研究所では所員の研究発表や意見交換のための所員研究会を開催して
おります。研究者向けの研究会ですが、一般の参加もできますので、興味の
ある方は是非お越しください。

Floating Exchange 
Rates in Interwar Japan

Shinji Takagi, Distinguished Professor, AGI

髙木 信二 AGI特別教授｜発表者｜

オンライン（ZOOM）で開催いたします。

※ご記入いただいた個人情報は、当研究所業務に関する情報提供・運営管理に活用させていただき、第三者に提供することはありません。

【お問合せ先】 公益財団法人アジア成長研究所（AGI） 担当：谷村 ☎ 093-583-6202 ✉ asia@agi.or.jp

｜主 催｜公益財団法人アジア成長研究所
（北九州市小倉北区大手町11-4 北九州市大手町ビル「ムーブ」6階）

|参加料| 無 料 |言 語| 発表・資料ともに英語

｜概 要｜

｜開催形式｜

※インターネット環境とPCや
スマートフォン、タブレットが
必要です。

14:00～15:30
11/25

FRI.

（戦間期日本の変動相場制度）

2022

office@agi.or.jp

お申し込みは、お名前・ご所属・お電話番号を

明記の上、下記アドレスへメールを送信して

ください。

開催前日までにこちらよりご参加用URLを

メールにてお送りします。
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